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AnIntroductoryEssayontheEnglishCountryHouse
AtsuhiroSUGIE
ThecountryhousesofBritainareauniqueheritage.Eachformatestamenttoa
now-vanishedwayoflife,andv董sitingthemoffersanopportunitytounderstandthesocialand
cultura且worldoftheBritishancestors.
Thisintroductoryessayconsistsoftwopart<.;thecountryhousesintheIitaeraryworksin
Britainndthelifeitthecountryhouses.
Thesmallgroupofseven重eenth-centurypoems重hatmakeup山egenreofEng】ish
country-housepoetrystandsneartheheadofatraditionofpraiseofthedecorumandplenitudeof
theEnglishmanorialestate、Initsperiodofgreates重floweringunderVictoriaandEdwardVH,the
countryhousefiguredheavilyinEng童ishfiction.
Whenvisitingacountryhouseitiseasytoassumethatitisnothingmore'thana"stately
home"createdpurelyforprivateenjoyment.ThegreatmansionsofBritain,however,werebuiltnot
merelyasdwellingsbutas`powerhouses'todisplaythestatusandwealthoftheowner.
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《個人研究》
イギ リスの カ ン トリ ・ー・ハ ウス(貴 族 の城 館)小 論
杉 恵 惇 宏
〈は じめ に〉
過去数 世紀 にわ た って 、EnglishLifeの中核 で あ り中軸で もあ った カ ン トリ ・ハ ウス に関 し
て、本 来論 ずべ き事項 につ いて箇条 書 き的 に提示 してみ ると次 の よ うに な る。
(1)歴 史的 ・社会 的 機能
〈a>管 理
16、17世紀 には殆 ん どの カ ン トリー ・ハ ウスは数千 エーカー とい う広大 な領地 を管理す る
セ ンターで あ った。 こ こか らあが る収益 が 屋敷 と住 人の管理 ・維持 を支 えた。
〈b>権 力 の誇示
カ ン トリー ・ハ ウス は権力 の セ ンターで あ り、権 威 を示 す場所 で あ った。結 果 と して、訪
間者を圧倒す るような建築 と生活ぶ りを しめす傾向にあった。
〈c>ホ ス ピタ リテ ィ ー
カ ン トリー ・ハ ウス の三番 目の主 要機能 は歓待 の セ ンター と して の役 目を努 め るこ とにあ
った 。社交 性 の機能 、寛 大 さ(紳=1=の品質 証 明)と 権威 を しめす 方法 、有 用 な政治 的 また は
婚姻 のための接触を保つ道 として。
<d>ス ポ ー ツ ・レ ク レー シ ョ ン
し
地方での生活のなかには、散歩、乗馬、狩 りなどの戸外活動に大 いに参加す ることが含ま
れ て い る 。 十 八 世 紀 後 期 ま で に、fox-huntingが主 要.なス ポ ー ツの 一 つ に な った 。
「バ ドミ ン トン」がBadminton館か ら生 ま れ た し、初 期 の 頃 の ラグ ビ ーに して もカ ン トリー ・
ハ ウス のパ ー クが 主要 な競技 場 の一つ であ った。
〈e>楽 しみ
1751年 ・HenryFieldingはこ う書 い た 。."totheupperpartofmankind,timeisanenemy,and
(astheythemselvesoftenconfess)theirchieflabouristokilli1."
有 閑エ リー トは長 い年 月 の間、 いか に して終 日を過 ごす のか?地 所、農場 、家 族全 員へ の
管理責 任 を遂 行 す る義 務 が あ った。 果て しな くパ ーテ ィーが あ り、館 か ら館 へ と移 動 し、野
外 ス ポー ツに屋 内ス ポー ツ、 カー ド ・ゲ=ム な どが あ ったにせ よ、 あ り余 る時 間 を 「楽 し く
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過 ごす」ことは重大関心事であ ったであろうことは容易に想像できる。17世紀後半から18世
紀 にか けての一つ の解決 策 は、 ロ ン ドン、バ ースへの逃走 であ った。1770年以降 は ブライ ト
ンや スカーバ ラな ど流行 りの シーサ イ ド ・リゾー トへ 出向 くこ とで あ った。巡 回 裁判 や四季
裁判 の集 ま り、社交 と して重要 な競馬 、舞踏会 、fairへの 出席 、友人訪 問等 々、様 々であ る。
(2)居 住期間
上記の4つ の機能を総合 しても、四季を通 じて地方の本宅に足留めを余儀な くさせるほどの
時 間を要 したわ けでは ない。例えば、 カ ン トリー ・ハ ウスを3っ も所 有 し、 「シーズ ン」の た
め に ロ ン ドンのタ ウ ン ・ハ ウスで過 ごす とすれ ば、1年 間 の居 住め配 分 は どうな るのか。
(3)文 化 的理想
<a>場所 と敷地
・で きる限 り人里 離 れ た所。
● 一・般家庭 か ら目の届 かぬ場所 。
o 領地がいかに広 くとも周囲を塀 で囲む。
● 眺 望の よ い所 。
〈b>庭 園 と広大 なパ ー ク
イ タ リー式 か、 フラ ンス式 か、 イギ リス式 かは別 に して、庭園 はカ ン トリー ・ハ ウス に と
って不 可分 の条件 で あ る。
〈c> theHouse
館 それ 自体 に関 して は次の よ うな項 目が考 え られ る。
■ 家族 と使用人 ・奉公人の関係 と生活状況
● 使用人の種類と階級、及 び雇用数の移 り変わN
● manorhouseからcountryhouseへ
・建 築 とイ ンテ リアの変遷
・建 築家 とプラ ン
・内部 の構 造 ・その 変遷'
● 所有者と家族の歴史
・美 術品 の コ レクシ ョン
● 訪問者、観光客への門戸解放
・ナ シ ョナ ル ・ トラ ス ト、 遺 産 保 護 機 関
・詩 、小説 、演劇 、 な どの舞台 ・背景
○ 館の現状 と将来
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・個 々 のcountryhouseの歴 史 と現 況
〈1>文 学 作品 におけ るカ ン トリー ・ハ ウス
「...芝 生 の向 こうに建 って いる家 は、このよ うに眺め られ るの にふ さわ しい建物 で、私
が述 べて きた きわ めて イギ リス的 な光景 のなかで も、 もっともイギ リス風 な特徴 を もって い
た 。
その家は川 を見晴 らす低 い丘の上 に建 って いた。一 一川 はテムズ川 で、 ロン ドンよ りお よそ
40マイル ほど川 上の ところ にある。長 い破風のつ いた赤煉瓦の色合 いは、時が たち雨風 にあ
た ったため に、 さま ざまな色彩 の細工が ほ どこされ、 しか もそのためにます ます見 事 に雅趣
の あ る もの とな って いたが、芝生 に面 したその正面 には、 ところ どころ に密生 した蔦や 、伺
本 もか たま って立 って い る煙突 や、蔦 に埋 もれ るばか りにな って いる窓 などが見 られ た。 こ
の家 には名前が あ り歴 史があ った。...エ ドワー ド六世の御代 に建て られ、エ リザベ ス大女
王 の一夜 の宿泊所 とな った家 であ り、ク ロム ウェル時代 の戦争 ではなば な しく傷 われ美観 を
損 じたが、王政 復古 のの ち修理が あ り、大増築が なされ、最後 に、18世紀 に改造 されて昔 日
の面 影 を失 ったあ とで、 アメ リカの敏腕 な銀行家 である彼 の手 にわた り周到 に管理 され るよ
うに な った の だ が,..」
H。ジェイ ムズrあ る婦 人の 肖像』(1881)(斎藤 光訳、筑摩書房版)
「ラグビー邸というのは十八世紀の中頃に初めて建てられた褐色の石造の長い低い古風な家
で あ ったが 、 その後段 々 と建 て増 されて、 別に特徴 とい うもの もない大 きな家屋 にな った も
のであ る。 それは棚 の木 の多 いかな り美 しい古風 な庭園 の中の丘 の上 に建 って いた。 だが悲
しいか なぞ.こか ら程遠 か らぬ あた りにテヴ ァー シャル炭坑の煙突 の蒸気 や煙ののぼ るのが見
え るの であ った」
D.H.ロレ ンス 『チ ャタ レイ 夫 人 の 恋 人 』(1928)(伊 藤 整 訳 、.小山 書 店 版)
弓
「私達 はま た、車 に乗 って、 まだ午後 にな ったばか りの頃 に目的地 に着 いた。錬鉄の門 の両
側 に、村 の芝生 の広場 に面 してルネ ッサ ンス風の門番の家が一軒 ずつ建 ち、 そ こを入 った と
ころが ら並木道 が続 いていて、又 い くつかの門があ り、それか らの道の両脇 が芝地 にな って、
角 を曲が る と、そ こに全 く新 しい眺めが 、私 達の 目の前 に現れ た。私 達は一つ の谷 間の端 に
いて、そこか ら半マイルばか り向こうに古い屋敷の丸屋根や円柱が木に囲まれて灰色と金色
に輝 い て い た 。...
彼 は私 の先 に立 って、羅紗 で張 った戸 を開けて暗 い廊.トに入 って行 った。頭 の上 に金色 に
縫 った蛇腹 や漆 喰の 円天上が微 か に見え て、 そこか ら彼 は重 いマ ホガニ ーの、音 も立て ず に
開 く自在戸を押 して暗 い広間に私を連れて行った。鎧戸の隙間か ら光が差 し込んでいて、セ
バ ス チ ャンが その一つ を開 け ると、午後 の暖か い日光が 俄かに流れ込ん で きて、磨 き立 てた
一5一
188
床や、大理石に彫刻 した二つの巨大 な炉が向 き合っているのや～壁画法でギリシャ神話の神
がみや英雄 たちの絵が書いてある折 り上げ天井や、金縁の鏡や、大理石塗 りの柱や、所 々に
固 ま ってお いて あ る、覆 いを した家具 を 照 した。そ れはた だ一 目見 ただ けの こ とで、走 って
いるバスの二階か ら舞踏会が開かれている明るい家の中を覗いたようなものであ り、セバス
チャ ンはす ぐに また、鎧戸 を閉め て、 「大 体、 こん な風 なんだ、」 と言 った。
E.ウォー 『プ ライズヘ ッ ド再 訪』(1945)(吉田建一 訳 、筑摩 書房版)
H.ジェイ ムズ は 『あ る婦人 の 肖像 』の舞 台の一つ に、 テムズ川沿 いにあ る数世 紀 も前 に建
て られ たカ ン トリー ・ハ ウス 「ガ ーデ ンコー ト」 を設定 した。 屋敷 の芝生 でテ ィーを飲 む と
い う きわ めて イギ リス的 な情景 か ら始 ま って いる。
「ガーデ ンコー ト」は無 論、架空 の館 であ る。作品 のモデル にな ったといわれ るカ ン トリー ・
ハ ウ ス は ノー サ ンプ トン侯 爵 の 館で 、 ウ ォー リック シ ャのバ ンペ リー の近 くに あ る 「Commpton
Wynyates」であ る。古 めか しい レンガ と石 と木材が作 り出す色彩 と、周 囲の森 と対称 的 な位
置 、 そ して館 の不 規則 なたたず ま いが じつ に印象的 であ る。
ロ レンスが 描 く 「ラ グ ビー邸」 は、 ジェイムズ に比 べ る といか に もそ っけな い。風 景 の中
に近 くの炭坑の煙や蒸気が見えるといった決定的な欠点を書いている。惨めで醜悪な姿と、館
と伝統の崩壊と呼応 し、現代 イギ リス社会における上流階級の中で弱 っていきつつあるすべ
て の ものを 象徴 して い る と考 え て いいだ ろ う。
ジェイ ムズの カ ン トリー ・ハ ウスが 、生 きてい る伝統 感覚 とか、 自然 の風景 との オーガ ニ
ック な関係 を引 き出す こ とに よ って、 コ ミュニテ ィを確 信 した のとほ とん ど正 反対 の機 能 を
ロ レ ンスの作 品 はは た して い る。
ウ ォーの 「ブライズ ヘ ッ ド館jは 、彼 がた びたび訪 れた ことが あ る 「ス トナ ー館」 をモ デ
ル に したの では ないか とい う見方 もあ るが 確証 はな い。 作品 に現れ る館 の位置 も違 って いる
が、作 品 に登場 す る マー チメイ ン家の代 々の カ ト、リシズム と、ス トナ一家 の頑固 な英国 国教
会忌避との間の、ある関連性を考えると、そのモデル説 もあるいは事実か も知れないという
ことに もな ろ う。 いず れ に して も、イ ング ラ ン ドとイ ギ リス文 明の一 つの象 徴 とな って いる
ことは確 かで あ る。
教 区教会 の衰 退 と同様 に、 カ ン トリー ・ハ ウス の没落 の流れ に比例 して関 心の高 ま りを早
めた のは皮 肉 だが、 それ はそれ な りの理由が あ る。 カ ン トリー ・ハ ウスを訪 ね歩 くことが 今
日の娯楽 の中で最 も一 般 的な もの の一 つ にな って い ることは後 にまた触れ るが 、カ ン トリー ・
ハ ウスは一 般大衆 に と って 、かつ て は敵 意 と羨望の対 象 だ った。 それ が魅力 あ る娯 楽の対 象
にな ったの は一言 で いえ ば社会 の変化 に よる。.かつ ての権威 と権力 の 中枢 が 非個人 的な保護
団体 に移 って敵意 が 消滅 したか らで もあ るが 、カ ン トリー ・ハ ウスが代 表す るすべ ての もの
と、大衆 自身の生活様式との間のコントラス トに、われわれの生活様式の変化 と、邸内で営
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まれた生活の継続性と安定性のコントラス ト、われわれの うちにある拡散と混乱 と疎外と、カ
ン トリー ・ハ ウスが持 つコ ミュニ テ ィー との集 中性の イメー ジとの コ ン トラス トにその魅 力
が あ る。
工業 地域 が拡大 し、都市 の スプ ロール現 象が 目立 つ今 日で も依然 と してカ ン トリー ・ハ ウ
スはイギ リスの風景に大 きな影 響を与え続 けて いる。中世の地図 と輪郭があ る。かってはCastle
Howard館の よ うに人 里離れ た土 地 を得 るた めに、一つの村全 体を他 に移動 させた例 もあ る。
広大 なパー クの近 くに、ま た眺 めの良 い ところに村 が見え ては邪魔 だ とい うので あ った。現
代で は夢 想だ にで きないこ とでは ある。19世 紀の 「慈悲深 い領主様 」の中 には、Wimpoleの
よ う に館 の 近 くに`estatevillage'を建 て て 村 人 に住 ま わせ た例 もあ る。 こ の ヴ ィ ク ト リア 朝 ゴ
シ ック風 な 「団地」を作 ったハ ー ドウィ ック伯爵 は1845年に2万 エ ーカーの領地を 持 って い
た 。
1530年、 ヘ ン リー8世 による大修道 院解体が始 ま り、 イギ リスの風景が一 変す る。修 道院 ・
は廃城 として残 る。 それが一 つに はカ ン トリー ・ハ ウス量産 の きっか けを与 え る ことになる。
権力を持つ有産階級 は、不用意にして虚栄心の強い壮大なる破壊者ヘンリー8世か ら大修道院
の土地を手に入れ、そのうえ修道院の石材、木材、鉛製品など修道院領の材料を購入 し、領
地か近 くの土 地 に豪邸 を建 築 して 元の建物 を再利用 したの であ る。 カ ン トリー ・ハ ウス の名
前 に"Abbeジ や"Priory"がっ く ものが あるのはそのためで ある。寺 院 など全 く現れ ない ジ
'sイン ・オ ー ス テ ィ ンの 作 品Nort卜anerAbbeを 『ノ ーサ ンガ ー寺 院 』、と訳 す の は した が っ
て誤 りであ る。魔境 とな った大修道 院 の石 材を標的 とす る人間が 現れ た。恰好 の採 石場、 と
いうよ りも盗 石場 と化 した のであ る。 カ ン トリー ・ハ ウスの多 くには、 そ こで略語 した材 料
が使われているのだ。こうしてイギ リスの風景には、今も残る見 るも無惨な巨大 な大修道院
の魔 境 と、壮麗無 比 な姿を 誇 るカ ン トリー ・ハ ウスが重 な り合 うので あ る。
腎
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〈2>カ ン トリー ・ハ ウ ス 訪 問
イ ギ リスの貴族 の屋 敷 は、 その歴 史、建 物、美術 の古 さ、華 麗 さ、質 の高 さ によ って いつ
も人 々の心 を打 つ。 こ うい う屋敷 を訪ね歩 く習慣 は長 い間の 伝統 とな って い る。貴 族 は古 く
か ら旅 行者 に 、優 雅 な ホス ピタ リテ ィーの象徴 と して 門戸 を 開 いて きた。 しか し、長 い年 月
は建物 の保存 ・管 理 につ いて重 大 な問題 が生 じて、優 雅で あるだ けでは生 きて いけな くな り、
今世紀 に入 ってか らは、一 般 の人 々 に有料 で公開す る ことによ って 多 くの館 は没 落を 免れ て
きた 。
宗教改革以前 には、訪問者は主要な聖堂巡 りのため国 じゅうを旅 して いた巡礼者であるこ
とが多か った。巡礼は宗教 的な義務 と見倣 されたけれど も、 きわめて困難で危険な道中であ
り、なかなか進まない旅路は修道院や館に滞在す ることによって休息を取るのが普通であっ
た。 そ こに訪 れて くる人た ちを歓待 す るのが館 の所 有者 の名誉 で あ った。
1536年か ら1539年の大修道院の解体は多 くの貴族階級 に広大な土地 とそれに伴 う富を提
供す るこ とにな った。 その結果 、 イ ングラ ン ドへ の ルネ ッサ ンスの 思想 の到来 と、加 えて建
築上の実験 にた いす る熱が建築 ブー ムを生む。 エ リザベス一世 の宮 廷人た ちはよ り大 き く、よ
り華麗 な宮殿 を建 てようと互 いに競 い合い、貴族階級やジェン トリーが館を訪れて賞賛 した
り批判 す る こ とが一般 に容 認 され た趣味 ・娯楽 とな った。
十八 世 紀に な って、 旅を す る こと自体が 一層 フ ァ ショナ ブルに な り、GrandTour熱が建築
への 関心 と、貴族 が所 有 す る美術 コ レク シ ョンの観 賞 を促進 して い った。教育 を受 け、 しか
も都市 の 優雅 な社 交 界 に接す るこ とので きた 、当時増 えっっ あ った中産 階級 は支配 エ リー ト
に な るこ とを切望 し、 カ ン トリー ・ハ ウスを訪問 す る ことが 自分 た ちの趣味 を表 明 し、発展
させ るきわめて重要 な方法と考えた。
訪問者のこの突然の増加 は明かに、館の門戸を開いて歓待するという寛いだ伝統 に緊張を
もた らす こ と に な った 。WltonHouse(Wiltshire)には1776年 に2324人 が 訪 れ て い る。
HoraceWalpo童eは彼 の 館 で あ ったStrawberryHill(Middlesex)で次 の よ うな 悲 鳴 を あ げ て い
る 。
"Iamtormentedalldayandeverydaybypeoplethatco
metoseemyhouse."
大勢の訪問者は当然 のことなが ら所有主 に新たな問題を もた らすことになる。窃盗 とか損
傷 の 問 題 で あ る。1762年 、Chatswo曲(Derbyshire)は訪 問 国 を週 二 日 に限 定 し、 この 処 置
は や が てWobumAbbey(Bedfordshire)やKedlestonHall(Derbyshire)にも取 り入 れ られ る
ことに な った。 テ ィケ ッ トが 出され 、守 るべ きル ー ル も添え られ た。子 供 を断 る館 も出て き
た 。
きちん と したガ イ ドブ ックを出す館 もあ ったが、た いて いの カ ン トリー ・ハ ウスで は ツア ・
ガ イ ドと してハ ウスキ ーパ ーの能力 に頼 って いた。 ヴ ィジター は館 のゲ ー トにカ ー ドを 出 し、
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ハ ウスキ ーパ ーが 時間 を調整 し、 ガ イ ドを努 めたあ と、最後 の別れ の際 に チ ップを受 け とっ
た。 ヴ ィジターが増え るにつれ、ハ ウスキーパ ーの収入 は増加 した。そ うしたハ ウスキ ーパ ー
と結婚 して金 を払 い戻 して も らいた い と思 うオーナ ー もいた ほ どで あ る。 十八 世紀 に多 くの
訪問者 が いた館の一 つ'にKedlestonHallがあ る。 こ こで働 いたガ ーネ ッ ト夫人 は、専門 家 とも
言え るよ うな ツア ・ガ イ ドにな り、知識 と礼儀正 しさで客か ら賞 賛 を博 したの だ った。 この
よ うに、 カ ン トリー ・ハ ウスは世 間 的に考え て見苦 しくない訪 問客 が あれ ば、 見知 らぬ人 で
も迎 え 入 れ る の が 習 慣 で あ っ た。 小 説 家 ジ ェ イ ン ・オ ー ス テ ィ ンのPrideandprejudiceでは 、
Pemmber】ey館を 訪 れ たElizabethBennetがそ の ま ま ホ ー ル に通 さ れ る。 ハ ウス キ ー パ ー が 彼 女
を案 内 して回 り、一 般 の人 た ちにみ せ て いる部分 を案 内 され たあ と、`arespectable-looking,elderly
woman'であ るハ ウスキーパ ーに別れ を告 げ、ホールの戸 口で案 内役の庭 師 に預 け られ る。 ク
リス トフ ァー ・ヒバ ー トは、1810年か ら11年 にか けてイ ングラ ン ドを疲 れ も知 らず観 光 し
て回?た ア メ リカ人Louissimondにつ いて述 べ、彼が立 ち寄 ったカ ン トリー ・ハ ウス ではみ
な喜んで館内に入れて貰 った ことに触れている。これは無論、訪問者か ら入館料はともか く
チ ップが 貰 え る ことを期待 して い るか らだ。Chatswor函館で もた ち まちポー タ ー、 ワ ッ トマ
ン、庭 師た ち に取 り囲 ま れた、 とあ る。
酔 払 い と ヴ ァンダ リズ ムの心配 もあ ったが 、十九世紀 にな って社 会改革着 たち の力 に よ っ
て公共 の建築物 の 多 くが 一般 に解放 され るよ うにな った。 この中 にはハ ンプ トン ・コー ト・パ
レスが含 まれて いるが 、一年 間で115、971人が この宮殿 のホ ールを通 って行 った。多 くの
館 は開館 日を きめ て一般 に公 開 したこ とは前 に も触 れ たが、seasidetourismの発 展、公定 休 日
の設定 と鉄道 によ る旅行が これ に拍車 をか けたCナ シ ョナル ・トラス トが1894年 に設 立 され
る。イギ リスの歴史的建造物やその貴重晶を品質低下 と破壊か ら護るために、なにひとつな
されて いな い とわか.つた建 築愛好 家 と自然 保護運 動者 の グル ープが ナ シ ョナル ・トラズ トの
設立を推進 した。 トラス トによる多 くの豪邸救援は保護管理への態度を一変 し、個人所有者
た ち にHistoricHousesAssociationの設 立 を 促 した。 これ ら二 つ の 団 体 は イ ギ リス の ユ ニ ー ク
な遺産のサ ヴァイヴァル と、イギ リス人が歴史を理解するのに役立つよう事物の保証を意図
焦
す る もので あ った。
カ ン トリー ・ハ ウスを訪 れたときに、純粋に個人の楽 しみのために建て られ な"statelyhome"
に勝 るもの は な いと い う実 感 を抱 く。 しか しなが ら、 イギ リスの壮 大 なマ ンシ ョ ンは単 な る
住居 と して建 て られ た ものではな く、所有者のステイ タスと富を誇示す るための"powerhouses'
であ った。 中世 の防 備を固 め た要 塞 か ら、 ヴィク トリア朝 の資本 家 の贅 を尽 く したパ レスに
至 るまで、 カ ン トリー ・ハ ウスは社会 の趨勢 と、社会 にお け る貴 族 階級 の役割 を反 映 して き
た。 カ ン トリー ・ハ ウヌが な にを象徴 して い るのか だれ も承知 して い た。小 作農 に とって は
館は支配階級 の犯すべか らざる力を表す ものであ り、近隣の貴族 にとっては所有者のラ ンク
と教 養 ・文化 の微 妙 な違 いを語 るものであ った。
カ ン トリー ・ハ ウスの歴 史 は、1066年の ノル マ ンの征服 後20年 ばか りた った、 ウ ィ リァ
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ムー 世 の た め に 収 集 さ れ たDomesdaySurveyの"manors"に遡 る。manorとは`Iremain.'と
か`ldwell.'を意 味 す る ラテ ン語 の`maneo'に由来 し、10rd(領主)の た め に土 地 を 耕 した 封
建社会を表す。封建臣下は領主所有の土地を持ち、忠誠 と献身を尽 くす代償として保護を得
た。彼 らはただ単 に農業に従事す るためではなく、必要 なら領主のために戦 うために奉仕 し
て いた。領 主の 館はmanorに住 むすべ ての人 に安心 と保護 を与え、 コ ミュニテ ィを攻撃 か ら
守 る要塞 と して機 能 す るよ うに固 め られて いた。
`lord'は古 英 語 の`hlaford'の省 略 さ れ た形 で あ る
。`h且af'つま り 「パ ン一 個 」 を 提 供 す る人
の意 味 であ る。
ウィ リア ム一 世 はイ ングラ ン ド征服後、 い くつか の革 新を もた らす。 その一つ は、す べて
の土地は王に所属す るのだ という、言 うなればイングラ ンド史上最初の国営化を実施 した こ
とで あ る。そ のため に先 に触 れた 「土地 台帳 」(DOMESDAYBOOK)の編纂 を必要 と した。
封建制は十四世紀に崩壊 しは じめた。1485年に王座に着いたヘ ンリ七世の強力な政府は私
用軍隊と大勢の家臣の仕事に終止符を打つ。 したがって15世紀の終 りから領主 たちは宮廷 と
同 じ役割を館に採用せざるを得なか った。外敵の心配がなくなった要塞は飾 りとなるか全 く
な くな って しま い、 家庭建築 にお いて新 しい様式 が発 達す る ことにな る。 この新 しい束 縛か
らの解 放は イ タ リア ・ル ネ ッサ ンスのイ ンパ ク トと同時 に起 きた。 これ は中世 の宗 教 的 な保
守 に挑 戦 した知 的運 動で あ った。 ル ネ ッサ ン.スの作 家た ちは学の あ る廷 臣を考 えた。 その ス
テイ タスは戦 争技術 に長ず るよ り も古典語 を知的 に自由に駆 使で き.ることに反映 され ていた。
中世 な らび にテ ユーダ 一朝 の館 の生活
家族 のため とい うよ りコ ミュニテ ィーのため に建て られ た典型的 な中世(1200-1500)の
カ ン トリー ・ハ ウスで は、人 々は広 いホー ルで生活 し、仕事 を し、就寝 して いた。 家の中心
部 を なす天井 の高 い広 いホ ールに は、炉 と架 台式テ ーブルが 置 いてあ ったが、十 分 な明 り も
な く日の光で生活が左右 された。朝食 は6時 か ら7時 野 の問、メイ ン ・ミール と してのデ ィナー
は11時 か ら正午 の間 にと られ た。
今 日、 例 え ばPenshurstPlace(Kent)やStokesayCastle(Shropshire)を訪 れ て見 る と 当 時
の様子 を想像 す る ことが で き る。 ホールは 喉がつ ま るよ うな煙 に満 ち、喧騒 と した状態で あ
った ろ う。床 にはfい 草 」が敷 かれ、 その下 には割 れ物 、骨 、つ ば、犬 や猫 の糞 な ど、 あ り
とあらゆる汚 らしいものが散乱 して いたであろう。その上に高座があ って貴族が腰を掛け、豪
華な天蓋の下 に下男 ・従僕がついているさまを想像 してみる。食事は現在のような整然 とし
て清 潔 な もので はな く、あ る意 味で カオス の状態 で あ ったろ う。 その うち晩餐 場が 別の場 所
に建 て られ るよ うにな る。Mo漁cuteHouse(Somelset)やLongleaf(Wiltshire)それ にHardwick
Hall(Derbyshire)などが そ の い い例 で あ る 。
1500年、バ ラ戦争 を終 結 させて即 位につ いたヘ ンリ七世 が統 治 した時代まで に、ルネ ッサ
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ンスの感受性は人々のマナーに変化を産みつつあった。貴族階級のあいだの軍事力の崩壊は、
貴族が もはや同 じ程度 に臣下と行動を共にす る必要がな くなったと言 うことを意味する。貴
族 の家 族 はよ りい っそ うのプ ライ ヴ ァシーを望み、 そ して ホール の混乱 と騒 音 と悪 臭を避 け
る ことを求め 、活動 の中心 を二 階のgreatchamberに移 した。 この大部 屋に豪華 な ベ ッ ドを置
き、 こ こで食 事 を取 り、眠 り、 臣従 の誓 いの儀式 を行 った。 中世 の貴族 は土 地 の下級 貴族 や
ジェ ン トリー 出身 の家 臣 か らほ とん ど神の ごと く扱 われ てい る。 例えば、朝 食 を供 す る儀 式
は明細 に指定 され 、「酒 の給仕 係 り」(cupbearer)に任命 され た召使が いた。各 々の 奉公人 は
食卓用の金物や食器類が使用される前に口づけをす ることにな っていた。ディナーは同様 な
敬礼 や儀式 を と もな って 、荘厳 ミサ のあ とgreatchamberで供 せ られ た。
16世紀 にな るとエテ ィケ ッ トやテ ーブル ・マナ ーに変 化が もた らされ る。食 事の 際の振 る
まい方 に関 す る書 物が 現 れ、 テー ブル クロスで鼻 をかま ないよ う、床 に敷 かれ た い草 の上 に
唾を吐 か な いよ う、 な どの 「ベ カ ラズ集」が 行 き渡 った。
16世紀 後半 、 エ リザベ ス一世 の 時代 にはgreatchamberにお け る慰 安 は、ベ ッ ドが個 々の
bedchamber(寝室)に 移 さ れ た た め に形 式 的 な もの と な り、greatchamberは、 領 主 、上 級 使
用人 、重要 な客 のための正式 なダイニ ングルー ムと して使用 され た。withdrawingroomはデ ィ
ナーの あ とに ダイニ ング ・ル ー ムか らwithdraw(引き下 が る、 退 く)し て使 用す るプラ イ ヴ
ェー トな、居 心地 のよ い リヴィ ングルー ム と して新 たに作 られ た。 こう して一 室 の ホール か
ら多室 の生活 に変 わ り、領 主の ヒエ ラルキ ーが強化 され るこ とにな る。
1603年、 エ リザ ベス一世 を継 いだ ジェイムズ一世 は この傾向を さ らに進 め、ホ ールはや が
て単 に リセ プ シ ョ ン ・ル ー ム か 玄 関 以 上 の も の で は な くな り、 建 築 上staircaseroomに吸 収 さ
れ るこ とにな る。 日本 で 「玄関 ホー ル」 とい う言 い方が され るが、遠 く遡れ ば上記 のよ うな
歴史的 経過が あ った。
古 典的 な(17世 紀)カ ン トリー ・ハ ウス にお け る生活
亀
ホ ールが主 と して食 事 をす る部 屋 ではな くな って か ら、カ ン トリー ・ハ ウス の設計 プ ラ ン
が変 わ った。17世 紀半 ばgreatchamber(すで に正式 な ダイ ニ ング ・ルーム にな って いたが)
は一 階 に移 され、玄関 ホールの先 に置か れ、「サ ルー ン」 という新 たな名前 にな った。 この部
屋は食事、舞踏、宴会や祝宴などに使用された。この時期から18世紀半ばまで大低の館はこ
うい つた設計 が な され 、 ホ ール とサ ルー ンは、一 方 に階段を備 え た、館の 中心 に並べ て作 ら
れ た 。CastleHoward(NorthYorkshire),葺くedlestonHa且1(Derbyshire)それ にHolkhamHaH
(Norfolk)がそ う した レイア ウ トを知 るには願 って もな い例 で あ る。
17世紀後半か ら18世紀初めのバp一 ク建築の館は壮大さを求め、その劇的な効果を狙 って
建 て られた。一連 の続 き部 屋 は16世 紀 後期 に初 めて現れ たが 、 フラ ンスの ヴェル サイユ宮 殿
の様式を真似 たもので、部屋がすべて ドブでつながる構造である。つま り現在で いう廊下が
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な く、 いっ奉公人 が入 って くるか わか らない状態でプライ ヴ ァシーはなか った。 カ ン トリー ・
ハ ウスの寝 室で、天蓋の下 に目も綾なカーテ ンに縁取 りされた4柱 式 寝台 をよ く見か け るが、
そ うで もしな いと完 全な プライ ヴァ シーが保 たれ なか ったので あ る。 それ は ともか く、 こう
した 「ステ イ ト・ル ーム」 は王 や女王が 従者 をつれ て来 ることを想定 した設計 が な されて い
る。豪壮 なカ ン トリー ・ハ ウスを所 有す る貴族 は常 に君主の来訪 を願 って いたか らで あ る。 部
屋の配列は宮廷の形式 とエティケ ットを反映 し、すべての控えの間 と応接の問の先 には常 に
寝室が あり、これを使用できる人はごく限 られた少数だった。寝室の隣には、貴族が完全 な
プ ライ ヴァシー に逃 げるこ とがで きる唯一の場所 と してcloset(狭い居 間な い し書斎)が 続 い
て い た 。
部 屋の性 質 か らい って この ような 「ス テイ ト・ルーム」は あま り使用 されず 、 い ったん豪
華な祝宴の時代が去 ると、人に見せたり、古 い時代への興味としてのみ利用されるにすぎな
か った。美 しいパ ークを見渡す ことができ る、館で最上の部屋を 占めて いる 「ステ イ ト・ル ー
ム」が ただ見世物 としてあ るよ り、家族が使え るものにな うた らどれ ほど快適 になったか、ダ ー
ど一 シ ャに 堂 々 た る風 格 を持 つChatswoπhHouseに住 ん で い た(1844)六 代 デ ヴ ォ ン シ ャ公
爵の 眩 きで あ る。
家族 が 日常使用 す る部屋 は この時代た いて いの場合 、質素 な一 階か地 下 にあ った。パ ラデ
イア式 の新 しさは、ス テイ ト ・ルー ムが一 人の重要 な客 よ りも、・大勢 の人 々を もて なす 家族
が集 めた貴 重 な美術品を見せ るたあに も使 われ たことであ った。18世紀 の半ばか らダイニ ン
グル ーム(当 時 はeatingroomと言 われた)は 純粋に食事 に使用す る個別の部屋 とな り、 ミュー
ジック ・ルー ム、 ライブラ リー、居間 などの部屋 は、客が宴会 で巡回 で き るよ うにサ ルー ン
の回 りに配 置 され た 。HoughtonHal(Norfolk)、HarewoodHousc(WestYorkshire)それ に
KedlestonHal1がこ うい った プ ラ ン示 す 例 で あ る 。
カ ン トリー ・ハ ウスのライ ブラ リーは16世 紀後期、学のあ る ジェン トル マ ンの個 人的領域
と して は じま ったが 、18世紀 には この部 屋の形式張 らない寛 いだ居 心地 の よ さか ら多目的 の
昼 間の リヴ ィ ングル ーム として使用 され る よ うたな った。 プライ ヴ ァシー と慰安 に対す る今
までにな い要望 が1770年代 か ら強 ま り、家族が 使え る多 くの共同の部屋 、例 えば、モ ーニ ン
グ ・ルーム(朝 食室)、=書斎、女性 の私室(寝 室)な どは、午前10時 過 ぎてか らの散歩 や訪
問の ための着替 えや化粧 な どの長 い込み入 った 「仕事」 に入 る前 の リラ ックス した 、親 しい
交 わ りを楽 しむ ことへ の切 な る希 望の表れ であ った。drawingroom(応接 間)は 主 としてデ
ィナ ーのあ との時間を過 ごすの に使用 され たが、午後 の訪問者 にテ ィーが 供せ られ る所 で も
あ った。17世 紀後期 に始 ま ったtea-drinkingは高価で限 られ た人 にのみ可 能 な習慣 で あ・つた。
1720年代で1ポ ン ドのテ ィーの値段は今 日の価値の百倍近 くであ った といわれて い る。 茶ず
つに は鍵 が掛 け られ 、奉公 人 の中 には茶 を 「リサ イ クル」 して売 る とい う小利 口 な者 もいた
と い う。
18世紀 には食事 の時間が次第 に遅 くな ったのは(18世 紀初 め には午後2時 、1770年代 で
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は4時 か5時)、 一 つには明 か り取 りの技 術が 進 んだ ためだが、後期18世 紀 ロ ン ドンの夜の 社
交が増 えたのが主たる原因であった。
ヴィ ク トリア朝 は、ガス灯が発達 し、社交上の関係か らディナーは夕方の6時 とな り、supper
を と る習慣 は 不必要 とな った。 この時 代 のカ ン トリー ・ハ ウスは快適 さ と格式 張 らない点が
強調 され 、 フ ォーマル な点 はデ ィナ ー と大 きな祝宴 だけ に限 られ た。luncheonが朝 食 と同様
に新 しく始 ま ったafternoonteaの問の 時間を埋 めるため19世 紀 の初期 に取 り入れ られ た。
19世 紀 以 後 の カ ン ト リー ・ハ ウ ス
上流階級が寄 り掛かっていた強 い支えの一つに、いかなることがあって も土地は安全であ
り、消 え去 る こ とはな い とい う信 念で あ った。何か に投資 した金 は と もす れば本人 を裏 切 る
こと もあ るが 、土 地が ど こか へ い って しま うことはあ りえ ない ことだ った 。従 って投 資の恰
好 の対 象 にな り得 た。
ところが、1880年頃、雲 行 きが 怪 しくな って きたの である。安 い トウモ ロコシが ア メ リカ
から陸続と流れ込んできて、深刻な不況を もたらし始めたのである。土地か ら収入 にすべて
を頼 って いた上 流階級 は苦 境 にた った。 土地 ・家屋 を売 りに出す もの も増 えた。悲 観 とは無
縁の時代に屋敷を建て直 し、そのために借金を した人たちに対する打撃 は痛烈だ つた。多 く
の カ ン ト リー ・ハ ウ ス は 空 き家 に な り、 売 りに出 さ れ た り、借 家 に な っ た り した。 ノ ー フ ォー
クの キ ングズ ・リンの東 お よそ15キ ロにあ るHoughtonHall邸は売 りに出 され たが買 い手 が
付か なか った。 ジ ョー ジ1世 と2世 の時代 に首相 を努め た ロバ ー ト・ウ ォルポ ールが建 てた 、
イ ング ラ ン ドで最 も完壁 で壮麗 なパ ラディオ式 のカ ン トリー ・ハ ウス と言われ るHoughtonHall
はお そ らく莫大 な値 で売 りに出 され たのだ ろ う。 この館 は現 在は チ ャム リー侯爵 が所 有 して
い る。 ケ ンプ リ ッ ジ シ ャの ピー タ ー バ ラ にあ る初 期 チ ュー.ダー王 朝 のApethorpeHall邸は 請 負
業者で あ らた ブラ ッシ一家 の手 に渡 り、HengraveHallは綿糸紡績業 者 に、 ヨークの北 およそ
30キロにあ るtillingCastleは石 炭業者 の手 に それぞれ渡 った。20年 も続 いた不 況 は1900年
を
頃に は終 わ って、地代 は次第 に回復 したが、 その期 間は短か った。1920年代初期 の短 い繁栄
のあ と、 また沈 下 は30年 代 まで続 く。
土 地 の 神 話 は 消 え た。 しか し、 カ ン トリー ・ハ ウ ス の 神 秘 性 は 残 った。 ヘ ン リー ・ジ ェイ
ムズ のThePortrait(faLady(1881)の冒頭 に 出 て くる ガ ー デ ンコ ー ト邸 の芝 の 上 で テ ィ ー
を飲 む光 景は 、 ほ うぼ うのカ ン トリー ・ハ ウスで は共 通 の光景で あ った。 しか し、 一見 な に
も変 わ らな いよ うに思え た表 面 のす ぐ下 は大 き く変 わ りつ つ あ った。
土地貴族は実業家と次第 に密接なつなが りを持ち始めていた。後退の一途を辿 る収入を、企
業の重役におさまることで埋 あていた。彼 らの社会的地位を巧みに利用 された、体のいい飾
りで は あ った とは いえ土 地貴 族が 指 を くわ えて いたわ けでは ない。 それ ど ころか、 彼 らは息
子 たち を抜 け目 な くシテ ィー に送 り、金 持 ちの銀行 家、醸 造家、 実業 家の娘 と結婚 させ て館
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に大 枚 の金 を もた らして、 改築 、増築、 セ ン トラル ・ヒーテ ィ ングの備 え付 けを果 た したの
で ある。 とは言 うものの 、 こう した ことは取 り立てて 目新 しいこ とで はな く、16世 紀の昔 か
らあ った ことであ る。
上 流階級 の一 員で あ る と言 うことは、 ビジネス とのつ なが りも、金銭 的利害 関係 もな く働
くので はな く、持 て る金 を ひたす ら土地 に投 資す る ことが ジェ ン トリーに とって必 要 な こと
であった。上級階級が必要 とした銀行家は例外で、特別な地位 を得ていたが、同 じ階級のフ
ルメ ンバ ー シップを与 え られ るまで には至 らなか った。 そ こへ地殻 の変動 が生 じて 彼 らに爵
位が与 え られ始 め た時 、上 流階級 は驚 いた。新 興階級 は カ ン トリー ・ハ ウスを 建て始 め たの
で ある。産業界の リーダ ーにな ることが、カ ン トリー ・ハ ウス所有 につなが ったので あ る。 こ
うして カ ン トリー ・ハ ウスの世界 は、新 た な資金源 と して ビジネス と土地 の合 併 に よ って新
たに甦 ったの であ る。
他 方 、大金 を投 じて何千 エ ーカ ーの土 地を手 に入 れ るこ とは 、かつて の よ うに政 治的 に も
社会的 に も必須の ことではな く、経済的には賢明 な ことではな いとい う考え もあった。"country
house"より も広 大 な パ ー ク ラ ン ドも農 場 もな い"houseinthecountI__nでも結 構 、快 適 にや っ
て いけ ることがわか ったので あ る。1992年、貴族出身 でカ ン トリー ・ハ ウスと強 い繋が りが
あ ったカ ーゾ ン卿が、貴族で もな くカ ン トリー ・ハ ウス も持たないBonarLaw(1858-1923;
首相1922-23)と 首 相 の座 を争 って敗れ た とき、カ ン トリー ・ハ ウスな どな くて も頂上 を
極 め る ことが で きる こ とを決定 的 に示 したので あ った。
ところが、 この辺 りがイギ リス人が性格的に本質的に田園志 向にあると言 うことなのであ
ろ うか 。 新 興 階 級 、 実 業 家 、 政 治 家 の ハ ー ド ・ワ ー カ ー た ち に と って 、 カ ン トリー ・ハ ウ ス
が ス トレス と喧騒 の ロ ン ドンか ら脱 出 して喜 び を得 る恰好 の場 所 で ある ことは、以 前 とい さ
さか も変 わ りなか った ので あ る。現在 の よ うなモー ター ・'ウェイが発達 した車 社 会 な らと も
か く、地 方へ 出掛 け るの.はま ことに不便 この上 ない時代だ った か ら、 田園 に遊 ん で ロマ ンテ
ィックな気分 に浸 ることを思 い とどまる人 たちです ら、 なおか っカ ン トリー ・ハ ウス を持 ち
たが ったのは 、それ が ウ ェス トミンスター に通 じるワンステ ップで あ ったか らで はな く、平
和 と伝統 と美 と威厳 を表 わす もの としての カ ン トリー ・ハ ウス の観念 に魅せ られ たか らで あ
る。言 い換え れば、彼 らがcountrygentlemanたらん ことを欲 した のは、爵位 を得 る近道 で あ・
つたか らではな く小脇 に銃をかかえて、森 と川と湖を抱えた広大 なわが土地を明 日のことな
どに思 い煩 わ され るこ とな く、悠 々 と散策 で きる というカ ン トリー ・ジェ ン トル マ ンにな る
ことの観念 に惚 れ込 んだ か らであ った。
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